
 

 

 

 

 

 

 

 本年度、周防大島中学校のキャラクターが誕生しました。昨年度 
の生徒総会において提案があり、全校生徒による投票により原画が 
選ばれました。その後、清書・色付けされた愛くるしいキャラクター 
のネーミングは「金 SUN」です。「周防大島を形どる金魚」と 
「燦燦（さんさん）と降り注ぐ太陽」に由来しています。 
 

 
 
 
 ５月１４日（木）、山口県立大学附属周防大島高等学校 
の竹村和之校長先生による社会科の交流授業がありました。 
修学旅行を目前に控えた３年生が、古都の歴史について学 
びました。授業の導入では、さだ まさしさんが歌う昭和 
の修学旅行ソング『昨日・京・奈良、飛鳥・明後日』を 
聴き、３年生は思わず笑みがこぼれていました。その後も 
ユーモアあふれる語り口とクイズ形式による授業展開に、 
３年生の表情はさらにほころび、楽しく学習することが 
できました。竹村校長に厚くお礼申し上げます。 

 
 
 
 ５月１７日（日）～１９日（火）、３年生が２泊３日の修学旅行を終え、無事に帰ってきまし
た。本年度も関西方面に向かいました。夏の日差しの中、生徒は元気に楽しく過ごしていました。   
１日目は奈良を訪れ、世界最古の木造建築である法隆寺、日本最大級の大仏、仁王像が安置さ

れる東大寺を参拝しました。ガイドさんの話に耳を傾けながら、古都への見聞を深めました。 
２日目は京都で班別自主研修を行いました。起業家教育を兼ねて、「お店ではどのようなもの

が売れていて、どのように販売されているのか」の視点でおみやげ屋さんにも立ち寄りました。 
そして３日目は、一番の楽しみにしていたユニバーサル・スタジオ・ジャパンで映画の世界に

入り込んだような感覚を味わいました。楽しい時間はあっという間で名残惜しそうでした。 
帰校した生徒の表情には、「修学旅行を満喫した！」という思いがあふれていました。そして、

学級・学年の絆が一段と深まったと感じました。 
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 ５月１９日（火）、２０日（水）、1年生が由宇にある「ふれあいパーク」で宿泊研修を行い

ました。「一致団結 ～築こう みんなのきずな～」をスローガンに掲げ、集団行動、ウォーク
ラリー、野外炊事、キャンドルサービス、創作活動（レザークラフト）、ボランティア活動を行
いました。屋外の活動のある初日の天候が心配されましたが、予定通り実施することができまし
た。終始、和やかな雰囲気で研修が進み、所期の目的を達成することができました。 
 
 
 
 
 
 
 

【野外炊事】       【ウォークラリー】     【レザークラフト】 
 
 
 
 ５月３０日（土）、起業家教育講演会を開催しました。 

本校は「周防大島創生の志を育む」ことをミッションに 
しており、「起業家教育」に取り組んでいます。その一環と 
して、起業されている方から直接、親子でお話をうかがう 
機会を設けています。本年度は、周防大島町出身で、長年 
「週末ちぐまや家族」に出演していらっしゃったタレント 
の沖永優子様をお迎えし、『教科書がないのでその都度 
懸命に生きてみた、はリスクか？』と題してご講演いただ 

きました。「リスクが見せてくれた景色がある。」「リスクも不安も解消していないけど、懸命
に生きていたら、仕事が好きになっていた。」と話され、がんばる勇気をいただきました。 
 
 
 
 ５月３０日（土）、起業家教育講演会に引き続いて、親子 
ふれあいスポーツ大会を開催しました。一昨年の学校運営協 
議会で、「保護者・生徒・教職員の交流の場を設け、親睦を 
深めていこう。」という提案を受け、昨年度から開催してい 
ます。本年度も多くの保護者の皆様に参加いただきました。 
いざ綱を握ると自然と力が入り、気がつけば必至で引き合う 
熱戦が繰り広げられましたました。学級対抗で対戦した 

結果、１年１組が全勝で優勝しました。ご参加いただきまし 
た保護者の皆様、ありがとうございました。 
 
 
 
 ５月３０日（土）、アフタースクール・プロジェクト 
（通称 ASP）が親子ふれあいスポーツ大会の参加者に 
かき氷の試食会を行いました。生徒はこの試食会を皮切 
りに、地域のお祭りやイベント等に「本格的なビジネス」 
として出店します。仕入れから収支報告までのサイクル 
を回し、実践的な経済感覚と課題解決能力を養いたいと 
考えています。今後の生徒の活動にご期待ください。 


